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はじめに 

新型コロナウィルス感染症拡大が 3年経過し，今，世界はウィズ・コロナで経済活動

を活性化する方向に向かっています。日本政府の入国制限も緩和され，訪日観光客も今

後，増えていくことが予測されます。観光業界は新たな付加価値の高い観光需要の獲得

に向けて走り出し，観光庁も地域住民も含めた地域の幅広い関係者が連携した観光地域

づくりを推進しています。 

香川県では，2022 年 12 月 12 日の県議会の一般質問にて，自民県政会の松岡里佳議

員から「ジオツーリズムの推進」に関する質問があり，池田豊人知事は，「ジオツーリズ

ムの視点をとりいれた付加価値の高い旅行需要への対応に努める」と答弁され，今後，香川

県においてジオツーリズムが本格化すると考えられます。

香川大学では，四国危機管理教育・研究・地域連携推進機構副機構の長谷川修一副機

構長が 2010 年より（せとうち）讃岐ジオパーク構想を提唱して活動しています。ジオ

パークは，大地の成り立ちから（ジオ），地域の自然環境や生態系（エコ）と人間の生

活・産業・歴史・文化（ヒト）とのつながりを考える活動で，世界的な価値のある地質・

地形の保全，地域の自然や文化に関する教育，および大地の資源を活かしたジオツーリ

ズムによって地域の持続的発展を目指す活動です。ジオツーリズムは景観や環境を損な

うことのない持続可能な観光であるとともに，香川県の歴史や自然，人々の暮らしや地

場産業のルーツなどの探求にもつながることから，子どもの教育や大人の生涯学習にも

資する観光でもあります。 

今回のシンポジウムでは，四国危機管理教育・研究・地域連携推進機構の長谷川修一

副機構長が本年度までのジオツーリズムの取組みと香川県の魅力発信について活動報

告を行った後， 『「ジオグルメ」で牽引するせとうち讃岐ジオツーリズム』と題したジ

オリブ研究所長・神戸大学名誉教授の巽好幸先生の基調講演を予定しています。パネル

ディスカッションでは，現在の取組みを各分野からご紹介いただき，ジオツーリズムを

活用した地域のブランド化について意見交換を行います。 

四国危機管理教育・研究・地域連携推進機構では，このシンポジウムを通じて，ジオ

ツーリズムの視点で見る香川県の魅力を発信し，地持続可能でレジリエントな社会の構

築に貢献する所存です。 

令和 5年 2月 15日 

香川大学 四国危機管理教育・ 

研究・地域連携推進機構  

機構長 吉田 秀典 
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【活動報告】 

ジオツーリズムによる香川県の魅力発信 

讃岐ジオパーク構想推進準備委員会委員長 長谷川 修一



讃岐ジオパーク構想推進準備委員会委員長 長谷川修一（香川大学）

香川大学ジオツーリズムによる地域活性化シンポジウム，2023.2.15
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• ジオツーリズム（ Geotourism）とは、

①その環境、遺産、美学、文化、住民の幸福など、場所の
独特の地理的特徴を維持または強化する観光

②ジオツーリズムは、地域の人々  が気づかないコンテンツ

やストーリーを作成して、訪問者を引き付け、地域経済を
活性化させる。 

③ジオツーリズムは、環境、  文化、経済の持続可能性を目
標に、地域に深く関わる。

•  世界ジオパークネットワークによるアロウカ宣言（2011）
によれば、「ジオツーリズムは領域のアイデンティティを
維持、強化するツーリズムで、地質、環境、文化、美、遺
産、住民の幸福が考慮されなければならない」 2

https://www.nationalgeographic.com/maps/topic/geotourism

１．ジオツーリズムとは
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2010年度から
地域の食、風土、歴史、文化を大地の成り立ちから考える
公開講座を開講し、ジオサイトの魅力を発信するとともに、同志の輪
を広げる活動を続けている。

２．讃岐ジオパーク構想推進準備委員会について

2010年度～ 「讃岐ジオサイト探訪」

2014年度、2015年度 「讃岐ジオサイト探究」

2016年度～ 「讃岐ジオガイド養成講座」

2019年度～ 「ジオガイドが案内する讃岐ジオサイト探訪」

2019年11月 讃岐ジオパーク構想推進準備委員会

香川大学公開講座

公開講座の受講者有志によって設立

ジオパークをめざしています！3

4

令和3年6月7日閲覧
https://geopark.jp/geopark/

ジオパークとは、
大地（ジオ）の公
園（パーク）です。
大地と私たちの暮
らしを結び付けた
物語によって地域
の魅力をブランド
化して発信します。

ジオパークとは？

ジオパークは、日本ジオ
パーク委員会が認定しま
す。
202２年度現在46ヶ所が
認定されています。
そのうちユネスコの正式事
業であるユネスコ世界ジ
オパークは9ヶ所あります。

讃岐ジオパーク構想
～香川全域を対象～

2



ジオパークのねらいは、
①ヒト、エコ、ジオのつながりを考えて地域を深く知る
②大地の成り立ちから地域の強みと弱み知り、強みを地域振興に弱み
を防災・減災に生かし、地域の持続可能な発展を目指す。

私たちの暮らしは大地の成り立ちと関係している。 5

ジオパークの視点

2022年度助成：地域を知り、地域に誇りをもつ「ジオクルーズ」の開発
【ねらい】 海からみた讃岐の見どころを探求するモデルコースを開発し、ジオツー

リズムに活用する。
【クルーズ地点】 ①東讃ジオクルーズ（東かがわ市馬篠港～さぬき市馬ヶ鼻）

②荘内半島ジオクルーズ（仁尾マリーナ～箱崎ビジターハウス）

３．瀬戸内海地域振興助成（公益財団法人 福武財団）

6

荘内半島ジオクルーズ

荘内半島ジ
オクルーズ

東讃ジオクルーズ

3



東讃ジオクルーズ

(1)予備調査：クルーズ
①日時：令和4年4月19日（火）9:00－11：30
②参加者：関係者4名

(2) 予備調査：馬ヶ鼻露頭見学
①日時：令和4年5月1日（日）14:30－18：00
②参加者：関係者9名

③内容：小田漁港から海岸沿いに馬ヶ鼻ま
での露頭を観察

(3) クルーズリハーサル
①日時：令和4年7月9日（土）9:00－14：00
②参加者：さぬき市観光協会、東かがわ市
観光協会関係者6名

(4)モニタークルーズ
①日時：令和4年9月30日（金）9:00－12：00
②参加者：さぬき市中村修副市長他3名、

東かがわ市上村一郎市長他3名
報道、ツーリズム関係3名
その他関係者4名 7

荘内半島ジオクルーズ

(1)予備調査
①日時：令和4年7月2日（土）9:00－11：30
②参加者：関係者5名

(2)リハーサル
①日時：令和4年7月10日（日）9:30－11：45
②参加者：関係者4名

(3)モニタークルーズ
①日時：令和4年9月9日（金）9:30－12：00
②参加者：三豊市産業政策課1名

フリークラウド 2名
JTB高松支店1名
四国ツーリズム創造機構1名
関係者2名

荘内半島ジオクルーズ(9月9日(金)9:30－12：00)

【スケジュール】
9:20  仁尾マリーナ
9:30－11:30
①仁尾マリーナ🚻
②小蔦島
③大蔦島
④丸山島
⑤古三崎
⑥生里
⑦三崎
⑧箱崎ビジターハウス🚻
①仁尾マリーナ🚻
11:30－12:00 振り返り（仁尾マリーナ）

【参加者】
三豊市産業政策課1名
フリークラウド 2名
JTB高松支店1名
四国ツーリズム創造機構1名
関係者2名

0                  3km

お題:なぜ荘内半は絶景の宝庫なのか？

8
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9

荘内半島ジオクルーズ(9月9日(金)9:30－12：00)

仁尾マリーナ 仁尾マリーナで振り返り

丸山島丸山島

10

【アンケート結果】

①ジオクルーズの満足度：大満足１名、満足

5名

②旅行商品にできるか？： できる6名

③旅行商品にできる理由

・三豊の新しい観光素材になり得る。

・夕日、夕景を組み合わせたクルーズ、環境

学習的な設定など可能性がある。

・ブラッシュアップで商品化可能。

・仁尾マリーナ発着が非日常的な風景で、

食事もできる。

・乗船時間がちょうど良い。

④意見交換

・ゲストハウス、父母ヶ浜にいる人に広告す

ると、少人数でクルーズできる。

・行きはガイド付きで荘内半島西側をクルー

ズし、復路は、サンセットクルーズにあてるの

はどうか。

5



東讃ジオクルーズ(9月30日（金）9:00－12：00)

0                  1000m

お題：なぜ津田湾沖に海から見た絶景が広がるのか？

【スケジュール】
8:50 馬篠港集合
8:50‐11:30
①馬篠港🚻
②絹島
③丸亀島
④鷹島
⑤讃岐カントリークラブ
⑥志度カントリークラブ
⑦馬ヶ鼻
①馬篠港🚻
11:30‐12:00  振り返り（馬篠
港）

【参加者】
東かがわ市：市長他3名
さぬき市：副市長他3名
その他関係者：7名

11

12

東讃ジオクルーズ(9月30日（金）9:00－12：00)

馬篠港 馬篠港で振り返り

馬ヶ鼻 絹島

6
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①ジオクルーズの満足度：大満足3名、
満足10名
②旅行商品にできるか？
できる10名、できない1名、わからな
い2名
③旅行商品にできる理由
・宿泊を含めた2市の連携事業（海）
にすると可能性がある。
・ジオクルーズで話した魚料理を提供
(2名）
・県内外を問わず、1級品の観光資源
・少数派でも熱の高いゲストを呼べる
引力がある。
④問題点
・距離が長い
・小舟は揺れる
・天候に左右される。

【アンケート結果】

14

ジオ（Geo）とは地球や大地を表す接頭語で、ジオツーリズムはその地域の大地の

成り立ちに注目して、世界でここだけでしか体験できないツアーを提供します。そし
て、地域の様々な関係者が協力して、持続可能な観光による地域経済の活性化を
目指します。

講座には、県と市町の観光部局と観光協会の職員、観光や交通事業社の職員、
通訳ガイド、地質調査会社等から３４名の受講者が参加し、6月30日と7月21日の研
修の後、9月8日に発表会が対面で開催されました。

４．ジオツーリズム・エキスパート養成講座

7



15

講座の構成

15
ジオの視点から高付加価値のツアーを創造しよう

16

発表会では、発表者は3分間という短い時間でしたが、これまでに
ない観光資源に注目したここでしか体験できないジオツアーが次々
と提案されました。ジオツアーの内容は、今後の商品化の関係で紹
介できませんが、四国運輸局、香川県交流推進部等、四国ツーリズ
ム創造機構、香川県観協会等からの聴講者からこれまでにない観
光の可能性が期待されると高い評価をいただきました。また学内外
の４名の審査員によって、最優秀賞１名、優秀賞２名、審査員特別
賞４名と受講者同士の投票による受講者特別賞１名の選考が行わ
れ、山神副学長・地域人材共創センター長から表彰状の授与が行
われました。
最優秀賞：森川光与
優秀賞：中村一貴、和田弘美
審査員特別賞：大杉琴音、谷野宮竜浩、中村千怜、森川光与
受講者特別賞：市川智子

https://www.bk‐web.jp/post.php?id=2743

8



７．ジオグルメツアーを創りませんか？

お題：なぜ小豆島は食の宝島なのか？

長谷川修一（香川大学）

地質が多様⇒地形が多様⇒土地利用が多様⇒生産物が多

地質図Navi https://gbank.gsj.jp/geonavi/geonavi.php#latlon/10,34.38275,134.34612

花崗岩

18

花崗岩＋土庄層群
＋瀬戸内火山岩類

花崗岩

花崗岩＋瀬戸内火山岩類

花崗岩

土庄層群

潟湖跡⇒塩⇒醤油⇒佃煮、棚田⇒稲作＋小麦（裏作）
花崗岩⇒石材、まさ土⇒土石流扇状地⇒オリーブ

9



小豆島は丘と浜と瀬戸と灘の幸が同時に得られる

（国土地理院色別標高図と傾斜量図を合成）

瀬戸

瀬戸

瀬戸 灘灘

灘

灘

瀬戸灘

しかも、小豆島は備讃瀬戸と播磨灘の境界にある
300万年前以降、中央構造線の右横ずれ断層運動により、瀬戸内海が形成される
⇒潮流の早い砂地の備讃瀬戸と潮流の緩やかな泥質の播磨灘の魚が獲れる
⇒小豆島はどこのあるのか？⇒京阪神に近い播磨灘の西側、かつ備讃瀬戸の東部
⇒小豆島は、現在５港が神戸、姫路、大部、高松、岡山、宇野とつながっている
⇒伝統的な名産・技術に加え、常に新たな素材と技術と導入して地場産業とて定着

10



引田ジオグルメツアー
お題：づけ丼はどのようにしてできたのか？

21

かめびしは、宝暦三年（1753）の創業以来、「むしろ麹法」を守

り続けてきた日本で唯一の蔵元。「むしろ麹法」は「讃岐の醬油
醸造技術」として、国の無形文化財に登録された。店舗や醤油
蔵など18棟の建造物が国の登録有形文化財 に登録されてい
る。

潟湖 → 潟湖跡
↓ ↓

ﾊﾏﾁ養殖 塩田
↓ ↓

ﾌﾞﾘ養殖 醬油
↓ ↓

づけ丼

• 安戸池は潟湖（ラグー
ン）⇒ハマチの養殖

• 安戸、引田は潟湖跡⇒
潮が引く干潟⇒塩田⇒
水田

• 塩釜神社のある松原等
は小規模な砂州の上

• 亀山と城山は陸繋島

• 塩屋も潟湖跡

• 引田の街並みは砂州
の微高地

• 引田の砂州は馬宿川
が造った

• 馬宿川は讃岐山脈から
流れて扇状地を形成

• 扇状地でサトウキビ栽
培⇒和三盆

22

引田ジオストリー

（国土地理院の5mメッシュ‐DEMより作成）
11



瀬戸内海は瀬戸と灘から構成される
瀬戸：狭い海域、島が集中、高速潮流
灘：広い海域、島がほとんどない

（国土地理院色別標高図と傾斜量図を合成）

瀬戸

瀬戸

瀬戸 灘灘

灘

灘

瀬戸灘

引田はなぜ風待ちの港なのか？

瀬戸の港：水軍の港
灘の港：風待ちの港

さぬき市ジオグルメツアー （案）

①なぜ大串岬は瀬戸内海の絶景スポット ②なぜさぬきでワイナリー

④なぜ雨滝自然科学館にナマズ博士③なぜ志度湾でカキ焼き

ジオ（大地の成り立ち）がわかればつながってる

12



さぬき市のジオストリー
① 1億年前：花崗岩を造った大規模なマグマの活動

⇒冷却固化後、隆起して地表に露出⇒厚い風化層を形成⇒土砂災害

⇒白砂青松の砂浜⇒長者（蛇）ケ谷遺跡（製塩土器）

② 1400万年前：日本海拡大直後の瀬戸内火山活動

⇒初期の火山活動による白い凝灰岩の形成⇒中世の石材

⇒火山活動による湖の形成⇒世界最古のナマズの化石

⇒その後の激しい火山活動による安山岩の噴出⇒狼煙場の石積み

⇒四国山地の地下に若い花崗岩体の形成⇒四国山地の隆起

⇒雨の少ない瀬戸内気候区⇒ぶどうの生産⇒ワイナリー

⇒火山噴出物の侵食による備讃瀬戸を讃岐平野の造形美

③ 300万年前以降：中央構造線の右横ずれ断層運動

⇒瀬戸内海の形成の原型の形成⇒高速潮流の瀬戸、穏やかな灘

④1万年前以降：多島海美と天然の生け簀・瀬戸内海の完成

⇒備讃瀬戸の一角の志度湾を利用して内湾に生息するカキの養殖
25

栗林公園でのブラハセの後に何を食べる？

26

「あん餅雑煮」はいりこと白味噌仕立ての味噌汁に大根、人参をいれ餡いりの丸餅を入
れた讃岐の郷土料理です。「あん餅雑煮」は江戸時代末期に讃岐で生まれた郷土料理
で、「あん餅」は讃岐高松藩時代の産業振興策にさかのぼります。
「讃岐三白」「和三盆」・・・・
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中讃ジオうどんツアー
お題：なぜ讃岐はうどん県になったのか？

27

28

讃岐うどんの多様性を味わってください

ぶかっけうどん

釜上げうどん
しっぽくうどん（かけうどん）

しっぽくうどん

https://www3.nhk.or.jp/nhkworld/en/tv/1
5minutes/20211208/3019145/
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西讃：ジオグルメツアー
お題：荘内半島はなぜ絶景の宝庫なのか？

https://www.mitoyo-kanko.com/category/look/

備讃瀬戸と燧灘灘の境界にあるから

①多島美を見るには
②夕日を見るなら

⇒瀬戸
⇒灘

荘内半島の絶景は瀬戸内火山活動と中央構造線の賜物

30

△紫雲出山(安山岩)

花崗岩

15



仁尾ジオグルメツアー

31

風化花崗岩（マサ）斜面で
みかん栽培

土石流が堆積した扇状
地でもみかん栽培

土石流の下流側が洪水となって
砂礫を流し、砂州と干潟ができた

砂州には古い街並が発展し、江戸時代の末に塩
田が開発された、1970年代以降埋め立てられて、

仁尾興産の塩化マグネシウムの生産とクルマエビ
の養殖が盛んになった。

Café にがり衞門の車海老フライ
とカキフライのランチと豆腐

【成果】

（１）地域を知り、地域に誇りをもつ「ジオクルーズ」の開発

・ジオと食（海の幸）、ジオとサンセット、ジオクルーズと陸上のジオサイト探訪などを組み
合わせた行程を考えることが望ましいことが分かった。

・教育旅行としての可能性があるので、まずは地元の学校で活用することが期待される。

・今回のジオクルーズ内容を旅行業従事者に知ってもらうため、ジオツーリズムによる地
域活性化シンポジウムで発信する。

（２）ジオツーリズム・エキスパート養成講座

・発表会では、発表者は3分間という短い時間でしたが、これまでにない観光資源に注目
したここでしか体験できないジオツアーが次々と提案された。

（３）地域観光ガイド研修：ジオグルメツアーを創りませんか？

香川県の観光ガイドに、ジオグルメツアーのジオストーリーが付加され始めた。

【課題】

・ジオツーリズム、ジオパークにより香川県のブランデングはこれから。

【謝辞】

本事業を実施するにあたり、一般社団法人四国クリエイト協会、公益財団法人福武財
団から助成をいただきました。また、四国運輸局、香川県交流推進部観光振興課、四国
ツーリズム創造機構、香川県観光協会、ジオツー＾リズム協会、ジオリブ研究所、四国内
のジオパークよジオパーク構想関係者および香川大学にご協力いただきました。厚くお
礼申し上げます。

６．成果と課題

32
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【基調講演】 

「ジオグルメ」で牽引するせとうち讃岐ジオツーリズム   

        ジオリブ研究所長・神戸大学名誉教授 巽 好幸  
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【パネルディスカッション】 

ジオツーリズムを活用した地域のブランド化について 

コーディネーター：

香川大学四国危機管理教育・研究・地域連携推進機構副機構長  長谷川 修一

パネリスト： 

㈱オーケイブランド代表取締役・ジオリブ研究所プロデューサー 岡田 一雄 

ジオリブ研究所長・神戸大学名誉教授 巽  好幸 

四国旅客鉄道株式会社常務取締役 加藤 隆司 

Your Tour Guide代表 細川 治子 

コメンテーター：

一般社団法人 香川県観光協会会長  三矢 昌洋

一般社団法人 四国クリエイト協会企画部長 庵原 伸二

公益財団法人 福武財団助成部門セクションリーダー 内田 真一



岡田  一雄
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小さな四国島のジオストーリー
四国の四国による四国のための観光開発を目指して

四国旅客鉄道株式会社常務取締役 加藤隆司

〜ジオ+地域文化+郷土料理+地域産品+住⺠交流 + 四国家のお宝 〜

1

１．必要とされるピース

初めての旅行先候補のひとつである「小さな四国島」、自分旅にするために必要な
ピース、いろいろ考えられますがこれは絶対必要！と思われるピースは…

①高付加価値なプロダクト

いわゆる富裕層や知的好奇心の高いインバウンドとしては、良質なコンテンツを

組み合わせてストーリーで繋いだ高付加価値なプロダクトの提案

②良質なスルーガイドと地域ガイド

四国を知り尽くし、おもてなし力を持ったスルーガイドと、地域を知り尽くした

地域ガイドとのコラボにより、四国ならではの楽しみ方の提案

③優れたコーディネータ

旅行者の要望を聞き取り、自分旅の行程を組み立てて、相応しい旅を提案してく

れるコーディネータ

④ワンストップサービス

上記、①〜③のピースをワンストップで解決してくれるサービス
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２．四国の現状

★トピックス★
2021年10月28日、外国人旅行者のバイブルとも言われる世界的旅行ガイドブックの「Lonely Planet」
（ロンリープラネット）が、2022年にお勧めの旅行先「Best in Travel 2022」の地域部門で、「四国」
を世界で第6位に選出しました。その選出ポイントとしては、①四国遍路、②自然、③環境、そしてコ
ロナ禍で世界中の人々が求めるようになった、④癒し、⑤新しい世界観、と評されています。世界が
「四国」を認め、関心を集めています。ここに、新たに四国ならではのジオの魅力を重ねることで、そ
の効果を高めることができます。

＜四国の強み＞＜四国の弱み＞

・独自性のある4つの顔

・周遊しやすい適度な距離感

コンパクトな纏まり

・四国遍路とお接待⽂化

・認知度の低さ

・大都市圏からの遠さ

時間距離の⻑さ

・四県の連携と交流の弱さ

一体感のなさ
因みに・・・
日本創世記ともいわれる『古事記』によると、イザナギ、イザナミの夫婦神は、
最初に淡路島を生み、次に四国を生んだとある。「この島は、身一つにして面
四つあり」との記述が続く。

３．ＪＲ四国のジオ関連商品の紹介

ＪＲ四国では、四国の各自治体や国立大学、四国電力、日本郵政四国支社、並びに四国アライアン

ス等と連携を深めながら、四国の地域創生を目指す四国家連携部が、「四国家のお宝」シリーズとして
地域と共に素材開発と商品化に取組み、ジオ関係商品として昨年は以下を商品を販売しました。

①高知県佐川町：春を呼ぶ小さな森の妖精 佐川のバイカオウレン 2022年3月

②愛媛県⻄予市：リアス海岸と宇和海狩浜の段畑 2022年5月

③⾹川県丸⻲市：丸⻲のジオ×まちづくり 2022年11月

① ② ③

⻑⾕川先⽣、
⻄成先⽣によ
るガイド商品
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４．今後の四国ツーリズムにおけるポイント

○キーワード：「サステナブル」＝住んでよし、来てよし、事業もよしの観光地づくり

○基盤整備
(a)コンテンツと商品造成
知的好奇心を満たす、本物志向 ⇒ ストーリー性と深堀(食や文化との関連付け)

(b)人材確保・人材育成
お金の取れるガイド ⇒ スルーガイド、地域ガイドの育成による受入態勢の整備

(c)シームレス
２次交通の確保、MaaSの導入

(d)環境・文化の保全、保護の仕組み
所要資金の確保(利用客からの料金徴収等)

(e)住⺠理解と共感
オーバーツーリズムを起こさせない施策

〇適正なお金をいただけるサービスの提供
要望を聞き取るコンシェルジュ体制と、ワンストップで実現できるコーディネートサービスの実現
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【メモ】 
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ローカルガイドが紡ぐジオストーリー

代表 細川治⼦

1

新聞記者時代 〜2016年
2012年⾼松総局に赴任。瀬⼾内国際芸術祭、遍路の連
載記事を書く

早期退職 2016年〜
遍路で四国を⼀周。巡礼旅にはまり、サンティャゴ・
デ・コンポステーラへの道を歩く

ガイドデビュー 2018年〜
中四国を中⼼にスルーガイド

コロナ禍 2020年〜
四国の魅⼒発信をめざし、Your Tour Guideを起業。
ローカルガイドの育成事業に携わる

プロフィール

2
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お題は「うどん」、何を語る︖

歴史で語る

体験談で語る トリビアで語る

ジオストーリーで語る
• 空海が中国からうどんの原型を伝えた
• ⽔⾞⼩屋（製粉所）が製麺所になり、
セルフうどん店になった

• 「うどんは朝⾷」「お祝いの席でうどん」
• おいしいうどん店の紹介

• 丸⻲製麺は丸⻲市発祥ではない
• うどん店500店以上。コンビニより多い
• スタバのコーヒーより安いうどん
• うどん店は昼が勝負

• 少⾬、扇状地が⼩⻨⽣産に適す
• 伊吹島のいりこ

3

• ⽬の前の景⾊、モノに即したストーリー

• 体験を伴うストーリー

• 地元でしか聞けないストーリー

• 客の関⼼に合わせたストーリー

• 学びのあるストーリー

朝⽇新聞四国４県版 2021.12.20

印象に残るストーリーとは

ジオストーリー

4
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⽇本遺産「せとうち⽯の島」

⽇本遺産のストーリーとは

1. ⽇本の建築⽂化を⽀え続ける⽯

2. ⽯切りの歴史

3. ⽯の産地を⽀えた海運

4. ⽯と共に⽣きる ⽣活⽂化

⾹川県丸⻲市、⼟庄町、⼩⾖島町、笠岡市で構成

⼩⾖島・天狗岩丁場

⽂化財の価値をストーリーに絡めて
伝え、地域の魅⼒を発信

5

「⽯の島」ガイド養成講座

2024年度までに⽇本遺産ガイド50⼈/年の稼働が⽬標

２期⽬はオンライン講習に加え、⼩⾖島・北⽊島・讃
岐広島で模擬ガイドを実施

37⼈に修了証交付の⾒込み

⽣業＋ガイドの掛け算

カフェのオーナー︓⽯のリトリート・プラン
宿泊施設オーナー︓丁場への案内
海上タクシー船⻑︓⽯の島ツアー
アクセサリー作家︓⽯の商品開発

6
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ローカルガイドの可能性

• 語り部

• シビックプライドの
ファシリテーター

• コーディネーター

• インフルエンサー

• メディア

• 観光コンテンツ

ローカル
ガイド

住⺠

観光客

観光

事業者

⾃治体

持続可能な地域づくりの担い⼿に︕

7
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ジオツーリズムによる地域活性化シンポジウム プログラム 

１．開催日時・場所：令和 5年 2月 15日(水） 

香川大学幸町キャンパス オリーブスクエア多目的ホール 

２．動画配信：令和 5年 2月 17 日(金）を予定  

３．プログラムの概要 

13:00～   開場 

13:30-13:35 開会挨拶：国分 伸二（香川大学理事・副学長） 

13:35-13:40 来賓挨拶：吉元 博文 氏（国土交通省四国運輸局長） 

13:40-13:45 来賓挨拶：佐藤 今日子 氏（香川県交流推進部長） 

13:45-14:15 活動報告：「ジオツーリズムによる香川県の魅力発信」 

長谷川 修一（讃岐ジオパーク構想推進準備委員会委員長） 

14:15-15:15 基調講演：「ジオグルメ」で牽引するせとうち讃岐ジオツーリズム 

巽 好幸 氏（ジオリブ研究所長・神戸大学名誉教授） 

15:15-15:30 (休憩) 

  15:30-16:50 パネルディスカッション：ジオツーリズムを活用した地域のブランド化について 

コーディネーター  長谷川 修一（香川大学四国危機管理教育・研究・地域連携推進機構 副機構長）

パネリスト     岡田 一雄 氏（㈱オーケイブランド代表取締役・ジオリブ研究所プロデューサー） 

巽  好幸 氏（ジオリブ研究所長・神戸大学名誉教授） 

加藤 隆司 氏（四国旅客鉄道株式会社常務取締役） 

細川 治子 氏（Your Tour Guide 代表） 

 コメンテーター  三矢 昌洋 氏（一般社団法人 香川県観光協会会長） 

 庵原 伸二氏（一般社団法人 四国クリエイト協会企画部長) 

 内田 真一 氏（公益財団法人 福武財団助成部門セクションリーダー） 

16:50－17:00 閉会挨拶：吉田 秀典(香川大学副学長・四国危機管理教育・研究・地域連携推進機構長) 

４．主催：香川大学四国危機管理教育・研究・地域連携推進機構 

共催：一般社団法人 四国クリエイト協会, 讃岐ジオパーク構想推進準備委員会 

  後援：国土交通省四国運輸局，香川県,香川県教育委員会,一般社団法人 四国ツーリズム創造機構, 

公益社団法人 香川県観光協会,大学・地域共創プラットフォーム香川 

  助成：公益財団法人福武財団 




